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○栃木県の電力事情や新しい発電方法を知り，現在の栃木県が抱える課題について考え
る。

○発電方式の特徴を調べ，栃木県だけでなく日本の今後のエネルギーについて考えをま
とめる。

ねらい
・栃木県の発電所の数や発電方式について調べ，県内の発電量だけでは電気使用量をまかなえないことを

理解させる。
・栃木県は電気使用量のほとんどを，他県の発電所に頼っていることを知り，新しい発電方式について調

べ，栃木県の特徴を理解させる。
・栃木県と日本の電力事情について知り，これからの課題について考えさせる。

教科に見る活用場面
・中学校　　社会（公民的分野）　「国際問題とわたしたち」
・高等学校　公民（現代社会）　　「私たちの生きる社会」
　　　　　　工業（電力技術）　　「発電」

活動の内容
（1） 栃木県内の電気使用量と発電量のグラフを作成し，栃木県内の電力事情についてまとめる。『ワーク

シート「栃木県の電力事情」』
（2）資料を活用し，栃木県内の水力発電所の所在地や新しい発電について確認する。
（3）栃木県内の新しい電力事情についてまとめる。『ワークシート「新しい電力事情」』
（4）日本の発電方式の特徴について，資料をもとに調べる。『ワークシート「各種発電方式の特徴」』
（5）日本で使われている各種発電方式について調べ，栃木県や日本の電力事情や各種発電方式の特徴から

分かったことや今後のエネルギーについての自分の考えをまとめる。『ワークシート「各種発電方式の
特徴」』

栃木の電力事情と発電の特徴
時　期
時　間
場　所

いつでも
２時間
教室

資源エネルギー庁Webページより
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活用ガイド
○指導上の工夫・留意点

・栃木県の電力事情のグラフを描かせ，発電量と電気使用量から栃木県で生産できる電力が不足してい
ることに気付かせる。

・自分の考えをまとめる際に東日本大震災の影響にばかりとらわれないように注意する。
・栃木県がさまざまな発電方式に頼っていることに気付かせ，それぞれの発電方式に興味をもたせる。
・発電方式の特徴は，エネルギー資源の供給安定性と環境面への影響の観点から考えさせる。
・電気の使われ方は，１日の時間帯において変化する上，常に需要に応じた電力を供給しなければなら

ないことから，各発電方式の特徴に応じた電源構成が必要であることに気付かせるようにする。
・kＷh（使用量）とkＷ（発電能力）の単位を混同しないようにする。
・『ワークシート「新しい電力」』表１の解答例（平成24年）。栃木県のWebページを参照するとよい。

・関連プログラムとして，「地球温暖化」（p.124），「発電とこれからのエネルギー」（p.135）がある。

○用語の説明
・揚水式発電

　揚水式発電は水力発電の中でも出力が大きく，同じ水を繰り返し使用するシステムである。電力の
使用量が少ない深夜の電力で水を下ダムから上ダムへ汲み上げ，その水を使って，使用量が多くなる
昼間に発電する。

・ＬＮＧ（液化天然ガス）
　天然ガス田から採掘した天然ガスは，貯蔵や輸送を目的として液化すると体積が600分の1になるた
め，不純物を取り除いたあとに－162℃に冷却して，液化する。この液化したガスをＬＮＧという。
天然ガスは主成分であるメタンの他にもエタン，プロパン，ブタンなどのガスが含まれているが，Ｌ
ＮＧへの液化の過程でこれらのガスも同時に液化されるために，ＬＮＧも元となる天然ガスの産地に
よって，これら炭化水素の構成比に違いがある。ＬＮＧの液化の初期段階過程では，水和物を作って
パイプを閉塞させる炭酸ガスや，プラントを腐蝕する硫黄酸化物などの不純物が除去されるため，Ｌ
ＮＧは人体にとって無害となる。

・ＬＰＧ（液化石油ガス）
　液化石油ガスは，プロパン・ブタンなどを主成分とし，圧縮することにより常温で容易に液化でき
るガス燃料（気体状の燃料）の一種である。一般にはプロパンガスともよばれる。液化石油ガスの名
前から「完全な石油生成物」と誤解されやすいが，約40 ％が原油の精製過程で生産され，約60％が
油田や天然ガス田の随伴ガスから分離・抽出される。

○協力が得られる機関
　・東京電力㈱栃木支店カスタマーセンター

○活動にあたって参考となる文献やWebサイト
　・経済産業省　http://www.meti.go.jp/
　・東京都環境局　http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/

プログラムの作成において参考とした文献やWebサイト
○栃木県　http://www.pref.tochigi.lg.jp/
○東京電力㈱　http://www.tepco.co.jp/
○環境省　 http://www.env.go.jp/
○（一財）環境情報センター　http://www.eic.or.jp/

出典：電力中央研究所「電源別のライフサイクルCO2排出量（2010.8）」
　　　クリーンエネルギー賦存量等調査及び実証調査（H23.3栃木県環境森林部）ほか
　　　※バイオマスのCO2排出量の公式データは未確認
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ワークシート
栃木県の電力事情
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ワークシート
新しい電力事情
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ワークシート
各種発電方式のエネルギーの特徴
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